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◆マイナンバーカードのご利用ついて 

マイナンバーカードのICチップを受付に設置している 

顔認証付カードリーダーで本人確認をしていただく 

ことで、オンライン経由で健康保険証の資格情報の 

確認ができることをいいます。  

マイナンバーカードを持参していただき、受付に設置している顔認証付カードリーダーで本人確認。 

その場でマイナンバーカードに保険証情報を登録することができます。 

※総務省より一部加工して引用 

①受付時に顔認証付きカードリーダーにマイナンバーカードを置く。 

②本人確認。顔認証か暗証番号を入力。顔認証はマスクを着用したままでも読み取りが可能です。 

③各種同意事項の【特定健診情報/薬剤情報】の確認 

④マイナンバーカードを顔認証付きカードリーダーから取り出し、受付完了 

※高額療養費制度を利用する方はそのままマイナンバーカードを

取り出さずに「限度額適用認定証」の提供に同意して下さい。 

※ご利用により窓口負担が増えることがあります。 

オンライン資格確認とは？ 

◆顔認証付カードリーダーの使い方 

利用することで変わること 
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◆四コマ漫画◆ごあいさつ 
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これまでは医療機関、薬局の窓口での支払いを自己負担

限度額までにとどめるためには「限度額適用認定証」の 

申請を事前におこない準備が必要でしたが、 

オンライン資格確認時に患者様本人が「限度額適用認定証」

の提供に同意することで「限度額適用認定証」が手元に 

なくても限度額を超える支払いが免除されます。 



令和4年4月より新たにベリタス病院に入職された医師の紹介です。 

◆令和4年   新入職医師のご紹介 

   今年より整形外科に赴任いたしました夫 泰仁と申します。 

ベリタス病院の一員として精一杯努めてまいります。 

宜しくお願いいたします。 

   今年度から赴任しました西川祥太郎と申します。 

私自身、趣味のラグビー中に怪我をし、全身麻酔下の手術を

3度経験しております。その為、手術を受ける方の気持ちを 

踏まえ、I.C.では特に時間をかけて丁寧に説明することを 

心がけております。良質な医療をお届けできるよう邁進して 

まいりますので、どうぞよろしくお願い致します。 

   今年度より内科・総合診療科医師として勤務することに 

なりました佐々木まゆ奈と申します。 

これまで主に糖尿病や内分泌疾患の診療をしてまいりました。 

その経験を生かし地域社会の皆様に貢献できるよう精一杯 

努める所存です。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

 

ベリタス病院 基本理念 
 

真心のこもった 

良質な医療を通して 

地域社会に貢献します 

●基本方針 
 

１．安全で安心な医療を提供します     ４．全職員が誇りをもって働ける環境をつくります 

２．優秀な医療技術の向上に努めチーム医療を推進します 

３．快適な医療環境を提供します        ５．安定した経営を維持し地域と職員に還元します 

夫   泰仁  先生 

整 形 外 科 

整 形 外 科 

西川  祥太郎  先生 

佐々木   まゆ奈  先生 内科・糖尿病内科 



◆認定看護師紹介◆part2～慢性心不全看護認定看護師～ 

   慢性心不全看護認定看護師です。2009年にベリタス病院に就職し、

2017年に慢性心不全看護認定看護師資格を取得しました。 

現在は循環器内科病棟で勤務しながら、認定看護師として日々、より良い 

看護が提供できるよう頑張っています。 

慢性心不全看護認定看護師の役割 

   心臓の病気でお悩みの方は、ぜひ当院にお問い合わせください。 

尚、リハビリテーションは医師の指示のもと行われますので、当院循環器内科受診の上ご相談ください。 

   心不全は、１つめは、あらゆる心疾患の終末像と言われています。良くなったり悪くなったりを繰り返し

ながら、だんだん悪くなり、命を縮める病気であり、生涯にわたり向き合っていかなければなりません。 

   慢性心不全看護認定看護師は、患者様とその患者様を支えるご家族が、病気を管理していく大変さや

苦悩の理解に努め、生活の質を保ちながら療養を続けられるよう、高い技術と専門的知識を持って支援

させていただきます。入院・外来問わず継続して療養のサポートをさせていただきますので、困ったことが

あれば、いつでもご相談下さい。 

   認定看護師が患者様やご家族との面談を通して、療養を

続けていく上での不安や疑問点をお聞きし、必要に応じて

様々な専門職種と連携し、患者様を多角的に 

サポートしています。 

現在、当院では水曜日・木曜日・金曜日の13時あるいは14時からの１時間で外来心臓リハビリテーション

を提供しています。同時間帯に最大６名を定員とし、みなさんで体操の後、自転車エルゴメーターや 

トレッドミルを用いた有酸素運動などに取り組んでいただいています。患者様のお体は医師や看護師、 

管理栄養士などと共有し、お体にあった運動方法、生活指導を実施しております。 

◆  心不全看護外来 
毎週月曜日の午後に心不全の患者様 

に対して心不全看護外来を行って 

おります。 

◆  心臓リハビリテーション外来のご案内 

通院中の患者様からは同じ心臓でお悩みの患者様と時間を 

共有することで、運動を続ける励みになったり、 

日頃孤独に陥りがちな病気の悩みをやわらげることができる 

といった声も頂いております。 

この度、外来での心臓リハビリテーションの提供を拡大する

こととなりました。 心臓疾患はその特徴から、長くおつきあい

する病気であり、適切な管理が大切となります。 

心臓リハビリテーションとは、運動指導はもちろん、病気の理解

を促す学習や生活指導などを通して患者様のお体を管理する

総合的プログラムです。 

運動を続ける事で、心肺・血管機能の改善はもちろん、高血圧

の改善、不整脈の予防、再発、再入院の予防につながります。 



◆診療報酬改定のお知らせ 
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食   欲 

  2022年4月に2年に1回の診療報酬の改定が行われました。診療報酬改定は、患者様の窓口の 

お支払金額に直接影響するものであると同時に、今後の医療の方向性について国が方針を示すもの

でもあります。今回の改定の基本方針と実際の変更点について簡単にご説明させていただきます。 

  今回の改定の基本方針は以下の4つになります。 

 今回の改定では、過去に例を見ない新型感染症の流行により、医療現場で浮き彫りとなった課題に 

対応すべく、感染対策の強化や、高度急性期医療の強化が図られています。 

また、マイナンバーカードでの保険証資格の確認などITの活用強化が図られています。 

2 

4 3 

1 

1    新型コロナウイルス感染症等にも対応できる効率的・効果的で質の高い医療提供体制の構築 

  今回の新型コロナの流行において、感染症に十分に対応できない事例も見られたことから、感染症に

対応できる病院の条件を強化し、報酬も増額されています。そのほか、病院の機能によって報酬を 

細分化したり、かかりつけ医機能の強化のための改定が行われています。 

  以前より問題となっていた、医療従事者の長時間労働の問題について改善を図るための改定が 

行われています。一部の診療報酬の条件に、医療従事者の勤務状況が一定水準以上であることや、 

改善計画が作成されていることが設定されています。また医師の医療行為の一部を代行できる看護師

や、医師の事務作業を行う事務員の活用を推進する改定がされています。 

2   安心安全で質の高い医療の実現のための医師等の働き方改革等の推進 

    客観的な評価に基づいた医療の提供が行われるためにデータの活用が推進されています。データの

報告体制が整備されていることが評価されたり、評価に基づいた診療の推進が図られています。 

3   患者・国民にとって身近であって安心安全で質の高い医療の実現 

  後発医薬品の使用促進や薬剤師による異なる病院間での重複投与の防止などが図られています。 

4  効率化・適正化を通じた制度の安定性・持続可能性の向上 


